
議案第１号
■ 市川市⽴平⽥⼩学校「夢アートプロジェクト」事業について                                                            
【対象⼯作物】 【位置図（航空写真）】
・施設名  ：市川市⽴平⽥⼩学校
・場 所  ：市川市平⽥３丁⽬２８番１号
・⼯作物  ：道路沿いのフェンス（⾦属製）
・⼯作物⻑さ：約64.5m
・⼯作物⾼さ：約2.1m（⾦属製フェンスの⾼さ：約1.5m）

【事業⽬的】 対象⼯作物（フェンス）
・コロナ禍でさまざまな学習活動に制約のある中、⼦どもたちの⼼に残る学習活動として、全校児童など
 により、平⽥⼩学校南側のフェンス部へ、塗料にて作画を実施する。
・公共の⼯作物として、近隣の住⺠が親しみやすく、街を誇りに思えるような景観を⽬指す。
・本校のフェンスは、昭和の終わり頃、改修⼯事で設置されたものであり、約３０年以上経っている。
 ⾦属部の錆など⽼朽化が⽬⽴つため、塗り直しをすることで、⾒栄えと安全性を⾼める。

【⽤途地域等】
・⽤途地域：（種別）第⼀種住居地域、（建蔽率）60％、（容積率）200％
・景観計画区域：（名称）市川市景観計画区域、（区分）市街地ゾーン

【整備コンセプト】 【対象⼯作物 （フェンス 現況写真）】
・「夢をもち、たくましく⽣きる⼦どもの育成」という学校教育⽬標につながるような夢のあるデザイン、
 ⾊合いに仕上げる。
・明るい虹⾊をモチーフに着⾊することで、街を明るくし、⽇中はもとより夜間も温かな雰囲気を作り、

  防犯上も効果が期待できるフェンスとする。
・虹⾊の中に本校のマスコットキャラクターである「ヒラタケくん」と、市川市の⽊である「クロマツ」

  のシルエットを描くことで、児童、保護者、地域の⽅々にとって、より愛されるフェンスとする。
 ・⼦どもたちの成⻑の過程を「春夏秋冬」にたとえ、四季を感じさせるデザインと、ヒラタケくんの成⻑、

 クロマツの成⻑をリンクさせることで、６年間の⾃分の成⻑の気持ちを味わわせる。
・作業は全校児童、教職員だけでなく、保護者や市川⼯業⾼校⽣徒、地域の⽅々と⾏う。
 それにより、共に創り上げるという思いを共有する。
・事業は令和２年度学校運営協議会で提案、承認。隣にある「市川⼯業⾼等学校」インテリア科に
 協⼒を依頼し、令和３年５⽉より具体的に計画、実施している。

【諮問事項】
道路沿いフェンスの外観・⾊彩の計画内容について
・今回実施するフェンスの修繕において、⽣徒による作画を予定していることから市川市景観計画に
 おける⾊彩基準に適合しない計画であるが、その⽬的・趣旨から鑑みて、市川市景観計画に定める
 「良好な景観形成に資するものとして、市⻑が市川市景観審議会の意⾒を聴いてあらかじめ認めた
 場合」を適⽤し適合しているものとしたい。

【デザインイメージ図案】
「ヒラタケくん」

【マスコットキャラクター】
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